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河川 水中の新規変異原物質、PBIrA− 4 、の分離 と

構造解析
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　淀川 の支流 で あ る 西 高瀬川河 川 水 か ら 単離，構

造確認 された ベ ン ゾトリア ゾール骨格を 有す る

PI…fi
”
A −i お よび

一2 は，下水処理場排水の 流 入 し

て い る 河 川水 で の 濃度が高 く，下流 に 行 くに

従っ て 濃度が減少す る傾向に ある こ とを，こ れ

ま で に 明 らかに して きた。本研究 で は ， 淀川 の

支流 の
一

つ で あ る宇治川 にお い て も，PBTA −1
お よび 一2 を検出を し た の で 。そ の 結果 につ い て

報告する 。

　河川水 は，ブル
ー

レーヨ ン を充填した カ ラ ム

に 通水 して 得た 溶出液 を濃縮後，S9　mix 存在

下で の YG 兇 24 株を用 い る 変異原性試験 ，並 び

に PBTA −1 お よび 2 の 測定 に供した。　 PBTA −

1 および 2 の 測 定は、前報 に従 っ て行 っ た。

　宇治川 に放流 され て いる下 水処理場排 水 口 で

採取 した試料に含まれ る PBTA − 1 および 一2 の

濃度は ，そ れぞ れ nd 〜0．25　ng ／L お よび ／．38〜

7，18ng ／L （4 試料） で．1）BTA −2 の 濃度が高

い 傾向に ある こ と が 認め られた。また ，約 5km

下流 の 地点で の P册 A −1 お よ び 一2 の 濃度 （3

試料） は，1／20 以 上の 低い値で ，変異原活 性と

同様 の 傾向 で あ っ た。
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【目的】縫川 及び宇治川 とそ の 合流域 の 河川水 は

高 い変異原性 を示す 。こ れまで の研究で 、 3種の

原因物質 を単離 し、それ らが 2−phenylbenzo −

triazole（perA と略）構造の化合物で あ る こ とを萌

ら か に し た。そ の含量 と変異原性は、河川水の 変

異原性の 約半分 を説明 で きる値で あ っ たが、なお

末 同定の変異原物質 の 存在が示唆された。

【方法及び結果】上記河期水か らブル
ー

コ ッ ト ン

法 1こ よ り変 異原物質を抽出し。既に 報告 し た様

に、Sephadex 　LH −20に よ る ゲ ル ろ過と、　 ODS カ

ラム によるHPLC 分取を組み合わせ て 分離精製を

行 っ た。そ の 結果 、 これ らの河州水 中に共通 して

存在 する 新規変異原物質 を単離する こ とが で き

た 。 こ の化合物は、高分解能質量分析か ら臭素と

塩素を含むCl5H14NsO2BrClとい う特徴的な分 子 式

を持ち、UV ス ペ ク トル もPBI ）A と同じ吸収を示 し

た。そ こ で 、PBTA と 同 じ 骨絡を 持 つ と 推定 し，

こ の 化 合物 をPBTA −4 と命名 した。
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